
公  告 

 

奈良県総合医療センター院内保育所管理運営業務委託について、次のとおり公募型プロポーザル

の参加者を募集します。 

 

令和５年１０月２０日 

地方独立行政法人奈良県立病院機構 

奈良県総合医療センター  

院長 松山 武   

１ 業務の概要 

（１）業務名 

奈良県総合医療センター院内保育所管理運営業務（以下、「本業務」という。） 

 

（２）業務の内容 

奈良県総合医療センター（以下、「当センター」という。）の職員等（奈良県立病院機構正

規職員、当センター勤務有期雇用職員、当センター勤務委託職員含む）または院長が認める

者の子である生後３ヶ月から小学校就学の始期に達するまでの児童を対象とした院内保育所

管理運営業務全般 

 

※ただし、当センターは近隣の病院との共同利用枠の検討をしており、実施する際に受託者

は相談に応じることとする。 

（３）履行場所 

名称：奈良県総合医療センター院内保育所 こじかの森保育園 

住所：奈良市六条西４丁目６－３０ 

（４）委託期間 

令和６年４月１日～令和９年３月３１日 

ただし、契約締結日から運営委託開始までの期間を準備期間とする。 

この期間に要する一切の費用は受託者の負担とする。 

（５）契約保証金 

地方独立行政法人奈良県立病院機構契約規程第２７条による。 

 

２ 応募資格 

本業務の受託者募集に参加できる者は、次に掲げる要件のすべてを満たす者とする。 

（１）地方独立行政法人奈良県立病院機構契約規程第４条第１項及び第２項の規定に該当しない者

であること。 

（２）過去５年以内に児童福祉法第５９条第５項の規定に基づく停止を命じられていないこと、か

つ児童福祉関係の国庫補助金の取り消しを受けていない者であること。 

（３）法人等を設立して５年以上経過しており、財政状況、損益状況及び資金状況が良好であるこ

と。 

（４）入所定員３０名以上の認可保育施設又は認可外保育施設を現在まで３年以上継続して管理運

営している実績（業務委託契約による管理運営も含む。）が３件以上あること。 

（５）業務運営に際し、各種法令に基づく許可、認可、免許等を必要とする場合において、これら

を受けている者であること。 

（６）役員に法律行為を行う能力を有しない者、破産者で復権を得ない者及び禁固以上の刑に処せ

られ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者が

いる法人等（法人格のない団体にあっては代表者が上記要件に該当する団体）でないこと。 

（７）公告日から本業務の企画提案書類の提出の日までの間のいずれの日においても、民事再生法

（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立て、会社更生法（平成１４



年法律第１５４号）の規定による更正手続開始の申立て又は破産法（平成１６年法律第７５

号）の規定による破産手続開始の申立てが行われている者でないこと。 

（８）銀行の取引停止、又は差押えを受けていない者であること。 

（９）役員等（法人にあっては非常勤を含む役員及び支配人並びに支店又は営業所の代表者、その

他の団体にあっては法人の役員と同等の責任を有する者、個人にあってはその者及び支配人

並びに支店又は営業所を代表する者をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不当

な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴対法」という。）第２条第

６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）でないこと。（10）暴力団（暴対法第２条第

２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経 

営に実質的に関与していないこと。 

（11）役員等が、自社、自己若しくは第三者の不正な利益を図り、又は第三者に損害を加える目的

をもって、暴力団又は暴力団員を利用していないこと。 

（12）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的若

しくは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、又は関与していないこと。 

（13）役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していないこと。 

（14）国税及び地方税を滞納していない者であること。 

 

３ 失格事項 

応募者が次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

（１）上記２の応募資格に定めた要件を具備していない場合。 

（２）複数の企画提案書類を提出した場合。 

（３）提出のあった企画提案書類が様式及び記載上の注意事項に示された内容に適合せず、その補

正に応じない場合。 

（４）提出書類に虚偽又は不正があった場合。 

（５）受付期限までに企画提案書類等、所定の書類が整わなかった場合。 

（６）その他、当センターが不正な行為があったと判断した場合。 

 

４ 手続等 

（１）問い合わせ先 

〒６３１－０８４６ 

奈良市一丁目３０番１号 

奈良県総合医療センター総務課 

電話番号 ０７４２－４６－６００１ 

メールアドレス sogo@nara-pho.jp 

（２）奈良県総合医療センター院内保育所管理運営業務委託に係る公募型プロポーザル実施要領 

（以下、「実施要領」という。）及び奈良県総合医療センター院内保育所管理運営業務委託

仕様書（以下、「仕様書」という。）等の交付。 

① 交付期間 公告日から令和５年１１月６日（月）午後５時まで 

② 交付方法 地方独立行政法人奈良県立病院機構 奈良県総合医療センターホームページ

（http://www.nara-hp.jp/）の入札情報のページよりダウンロードしてください。 

③ 交付資料  

・実施要領 

・仕様書 

・参加申請書（第１号様式） 

・会社概要（第２号様式） 

・実績一覧表（第３号様式） 

・守秘義務の遵守に関する誓約書（第４号様式） 

・貸与資料受領証（第５号様式） 



・質問書（第６号様式） 

・企画提案書（第７号様式） 

・見積書（第８号様式） 

・辞退届（第９号様式） 

・反社会的勢力排除に関する誓約書及びその別紙（第１０号様式） 

・【別紙】奈良県総合医療センター院内保育所管理運営業務 見積条件 

・【別表】奈良県総合医療センター院内保育所管理運営業務委託に係わる公募型プロポーザル

評価基準 

・【別表】R4年度保育実績 

 

（３）その他 

参加申請書の提出、質問の受付、企画提案書類の提出、プレゼンテーション、留意事項につい

ては、実施要領に示すところによる。 

 

５ 受託者の選定 

実施要領に示すところによる。 

 

６ 契約の不締結 

実施要領に示す最優秀提案者の選定後、契約締結までの間に、最優秀提案者が次のいずれかの事

由に該当すると認められるときは、契約を締結しないものとする。 

（１）役員等が暴力団員であるとき。 

（２）暴力団又は暴力団員が経営に実質的に関与しているとき。 

（３）役員等が、自社、自己若しくは第三者の不正な利益を図り、又は第三者に損害を加える目的

をもって、暴力団又は暴力団員を利用しているとき。 

（４）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的若

しくは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、又は関与しているとき。 

（５）役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき。 

（６）本契約に係る下請契約に当たって、その相手方が上記（１）から（５）のいずれかに該当す

ることを知りながら、当該者と契約を締結したとき。 

（７）本契約に係る下請契約に当たって、上記（１）から（５）のいずれかに該当する者をその相

手方としていた場合（上記（６）に該当する場合を除く。）において、当センターが当セン

ターとの契約の相手方に対して下請契約の解除を求め、契約の相手方がこれに従わなかった

とき。 

 

７ 契約の解除 

契約締結後、契約者について、上記６の（１）から（７）までのいずれかの事由に該当すると

認められるとき又は本契約の履行にあたって、暴力団又は暴力団員から不当介入を受けたにもかか

わらず、その旨を当センターに報告せず、若しくは警察に届け出なかったときは、契約を解除する

ことがある。 

また、契約を解除することとなった場合は、損害賠償義務が生じるため、これに応じなければ

ならない。 

なお、上記６中、｢最優秀提案者｣とあるのは、｢契約者｣と読み替えるものとする。 

 

８ その他 

（１） 本業務の提案への参加に係る費用は、全て応募者の負担とする。 

（２） 提出された企画提案書類は返却しない。 


